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コマのように回転させると、独り
でに回転方向が変わってしまう科
学玩具セルト（ラトルバック）の不
思議なスピン反転現象は、過去
100年以上にわたってさまざま
な研究がなされてきました。現在
も理論やシミュレーションによる
研究がなされていますが、実験に
よる実証研究例は多くはありま
せん。３Dプリンタを利用してさ
まざまな形状のセルトを精密に
作製したうえで、小型慣性センサ
やハイスピードカメラなどの先端
IT技術を駆使した実験的検証を
進めています。

【研究シーズの概要】

●これまでにない新たな挙動を示す科学玩具の創出
●セルトのスピン特性を利用した無電源振動センサ

【産業界での展開・用途】
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セルトの運動特性解析

【研究シーズテーマ】
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研究分野：総合理工（応用物理学）

●３Dモデルと３Dプリンタを活用し、安価で精度の高い形状を作製します。
●マイコンにより正確に動作を計測します。
●小型センサと電子工作を利用し、運動座標系における測定を実現します。

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】
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3Dプリンタを利用し、3Dモデルデータから
さまざまなサンプルを作製

センサとマイコンによる挙動計測解析

動画像からの動体検知・軌道追跡
による挙動計測解析

未知の振舞いを持った
新規科学玩具の創出
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